
無形資産投資の適切な評価に向けて
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「伊藤レポート2.0」を本年10月26日に公表

 伊藤レポート後に生じた動きを総括しつつ、無形資産投資やESG等を巡る論点を深掘
りして議論し、「伊藤レポート2.0」として取りまとめ。

８つの提言
1. 企業と投資課の共通言語としての「価値協創ガイダン
ス」策定

2. 企業の統合的な情報開示と投資家との対話を促すプ
ラットフォーム設立

3. 機関投資家の投資判断、スチュワードシップ活動にお
けるガイダンス活用の推進

4. 開示・対話環境の整備
5. 資本市場における非財務情報データベースの充実とア
クセス向上取組

6. 政策や企業戦略、投資判断の基礎となる無形資産等に
関する調査・統計、研究の充実

7. 企業価値を高める無形資産（人的資本、研究開発投資、
IT・ソフトウェア投資等）への投資促進のためのイン
センティブ設計

8. 持続的な企業価値向上に向けた課題の継続的な検討
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ローカルベンチマークの狙い（活用段階に応じて）

活用段階 目指すべきもの

①認知（入口）

・ローカルベンチマークは、金融機関や支援機関等が、企業の経営者等との対話
を深め、お互いに課題を認識し、行動につなげていくための「きっかけ」また
は「たたき台」となるもの

・「ベンチマーク」は、事業性評価の「入口」であって、それぞれの企業や金融
機関、支援機関が独自の視点でより深い対話や理解をする出発点

②活用（対話）

・企業の経営者等が、自らの経営を振り返り、経営判断の参考とし、経営力を高
め、金融機関等の関係者（ステークホルダー）と対話するための手段

・金融機関や支援機関が、自らの意識や行動を振り返り、企業や他の支援機関等
と企業の事業性や課題について対話する際の参考とし、企業との対話力を含む
能力を高める手段

③出口（融資・補助金につながる
等）

・ローカルベンチマークの活用により、様々なライフステージにある企業の事業
内容や成長性等に関する状態を把握した上で、適切な支援策を提案し、実行に
移していく

④効果（生産性向上等）
・企業経営者が、自らを振り返り、経営を改善することで、付加価値と雇用を生
み出すことが、ローカルベンチマークの最も重要な利用目的
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ローカルベンチマークの活用（関係施策への展開）

（資料）首相官邸ホームページ

地域企業の経営診断の指標として『ローカルベ
ンチマーク』を策定しました。これを活用し、地域の
金融機関や支援機関が企業と対話を深め、担保
や個人保証に頼らず、生産性向上に努める企業
に対し、成長資金を供給するよう促してまいります。

 安倍総理は、第４回「未来投資に向けた官民対話」（平成２８年３月４日）におい
て、ローカルベンチマークを活用した制度設計を指示。

安倍総理大臣発言（抜粋）
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「ローカルベンチマーク活用戦略会議」について
 ロカベンの普及促進に向けた取組の検討、活用事例の横展開を目的として、
平成28年4月より「ローカルベンチマーク活用戦略会議」を開催している。

○ローカルベンチマーク活用戦略会議 参加機関一覧 (平成29年６月時点)
【座長】
村本 孜 成城大学名誉教授

【委員】
日本商工会議所
全国商工会連合会
全国中小企業団体中央会
独立行政法人 中小企業基盤整備機構
中小企業再生支援全国本部
一般社団法人 中小企業診断協会
サービス産業生産性協議会
一般社団法人 ＣＲＤ協会
一般社団法人 全国信用保証協会連合会
特定非営利活動法人 日本動産鑑定
一般社団法人 全国銀行協会
一般社団法人 全国地方銀行協会
一般社団法人 第二地方銀行協会
一般社団法人 全国信用金庫協会
一般社団法人 全国信用組合中央協会
株式会社 商工組合中央金庫
株式会社 日本政策投資銀行

日本公認会計士協会
日本税理士会連合会
日本弁理士会
ＴＫＣ全国政経研究会
株式会社 経営共創基盤
株式会社 ジェイ・ウィル・パートナーズ
有限会社 ツトム経営研究所
株式会社 地域経済活性化支援機構
一般社団法人 地域の魅力研究所

【オブザーバー】
株式会社 日本政策金融公庫
内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
金融庁
総務省
経済産業省
中小企業庁











参考資料１ 価値協創ガイダンス

参考資料２ ローカルベンチマーク
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金融庁「金融仲介機能のベンチマーク」（平成28年9月15日公表）での活用

 金融機関による「担保・保証に依存しない融資の促進」や「取引先の経営改
善や成長力の強化支援」を目的に、金融庁が金融機関と対話し、取組を評価
するための指標。

 ローカルベンチマークも、その活用状況が選択ベンチマーク（※）の一つに。
（※）各金融機関の自主的な取組を促すため、ベンチマークは共通項目以外はおおむね

選択制となっており、事業戦略やビジネスモデル等を踏まえて各行が選択し、
自主点検、自主開示することとされている。

（２）事業性評価に基づく融資等、担保・保証に過度に依存しない融資
5.事業性評価の結果やローカルベンチマークを提示して対話を行っている取引先数、
及び、先のうち、労働生産性向上のための対話を行っている取引先数。

(参考)「金融仲介機能のベンチマーク」より抜粋























43

TKC「ローカルベンチマーク・クラウド」
 TKCでは、ロカベンを作成・確認するクラウドサービスを提供。ロカベンに
用いる財務情報は、会計システムと連動し自動作成され、非財務情報は認定
支援機関であるTKC会員事務所が経営者にヒアリングし作成する仕組み。

中小企業
（会計システム）

認定支援機関
（TKC会員事務所）

経営者にヒアリングの上、入力データ連携（自動作成）




